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令和２年５月 20日 
厚生労働省人材開発統括官 

「能力開発基本調査業務」の実施要項の変更について 

 
１．事業の概要 
  能力開発基本調査は、我が国の企業、事業所及び労働者の能力開発の実態を明らかにし、
職業能力開発行政に資することを目的とする。 

 
２．実施要項の変更に至る経緯 

能力開発基本調査業務の実施要項については、第 240 回官民競争入札等監理委員会（令
和元年 11 月 26 日）にて議了された。当該業務の入札に当たって、入札説明会を開催し
たところ２者出席した。その後、入札期限を 4月 13 日に設定したところ、入札者が現れ
なかったことから、再度公告を行う。 

 
３．実施要項の変更点 
  再度公告を行うに当たっては、実施要項の以下の項目を変更することとする。 

変更前 変更後 
９ 
（４）令和 01・02・03 年度の厚生労働
省競争参加資格（全省庁統一資格）にお
いて「役務の提供等」のうち営業品目が
「調査・研究」でＡ等級に格付けされて
いる者であること。 
 
１１ 
（９）再度入札の取扱い 
① 開札をした場合において、入札者又
はその代理人の入札のうち予定価格の
制限に達した価格の入札がないときは、
直ちに再度の入札を行う。この再度入札
は、２回まで行うことができる。 
② このため、本件入札に参加を希望す
る者は、開札日当日、住所、代表者名等
を記載、押印し、金額欄を空白にしたも
のを２通持参すること。 

９ 
（４）令和 01・02・03 年度の厚生労働省
競争参加資格（全省庁統一資格）において
「役務の提供等」のうち営業品目が「調査・
研究」でＡ・Ｂ又はＣ等級に格付けされて
いる者であること。 
 
 
（再度入札を行わないため削除） 
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（10）初回の入札で落札者が決定しなか
った場合の取扱い 
厚生労働省は、初回の入札において入札
参加者がなかった場合、必須項目をすべ
て満たす入札参加者がなかった場合又
は再度の入札を行ってもなお落札者が
決定しなかった場合は、原則として、入
札条件を見直し、再度入札公告に付する
こととする。 

 
（9）初回の入札で落札者が決定しなかっ
た場合の取扱い 
厚生労働省は、初回の入札において入札参
加者がなかった場合、必須項目をすべて満
たす入札参加者がなかった場合は、原則と
して、入札条件を見直し、再度入札公告に
付することとする。 

  なお、入札参加資格を拡大した事による事業の質の確保に当たって、本事業は総合評価
落札方式を採用しているため、技術審査を的確に実施することで担保する。 

 
（参考）入札手続きのスケジュール 

区分 初回 再公告 
入札公告 2/20 6/10 
入札説明会 3/11 開催しない 
申請書提出期限 4/13 6/23 
開札 4/23 7/10 

 


